
 約25年前に加茂青砂集落へ移住された土井さん。 
県内各地から集まった「境界なき土起こし団」と耕作
放棄地の開墾活動を行っています。
 「地域活性化には、自分たちが立っている場所と向
き合って、それぞれの地域課題を掘り下げることが重
要」と想いを込めて語る一言一言に、会場全体が聴き
入っていました。加茂青砂の方々へのリスペクトを土
台として、「海から望める菜の花畑」が広がる光景を
夢見る土井さんの姿に、心を打たれた方も多かったの
ではないでしょうか。
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 9月7日（土）、男鹿市民文化会館で「お!新たな
つながりが。－みんなでつくる元気ムラ－」をス
ローガンに「あきた元気ムラ大交流会２０２４ ｉｎ 
おが」を開催しました。
 大交流会は県内で地域づくりに取り組む皆さんが
一堂に集まり、交流を通じて新しい活動のきっかけ
をつくる場です。今回で11回目を迎え、秋田県内の
30地域・団体から280名を超える方々が男鹿に集ま
りました。
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 秋田大学の学生３名は、今年度、地域との交流を通
して地域の活性化に向けたサポート活動を行う「地域
連携ゼミ」を男鹿市椿地区で実施しています。 
 地域住民との話し合いから、椿地区の理想像を実現
するためには「リーダー役の不在」が課題であること
にたどり着いた皆さん。
 学生が仲介役となって地域住民と地域外人材を結び、
椿地区で「価値ある交流・記憶に残る交流の場」を創
出する仕組みづくりをしていこうと提案しました。
 今後の実践活動に引き続き注目です!

築140年以上の古民家をリノベーションした自宅兼
交流スペース『里山ほのぼの』で、男鹿半島･大潟ジオ
パークの魅力を再発見するイベント『ジオカフェ』を
開催している柴田さん。参加者に男鹿半島のダイナ
ミックな景色、その背景にある歴史や文化を伝えなが
ら、新しい出会いや交流の場ともなっています。
 今後は「なまはげのケデ編体験」や「公民館等での
出張ジオカフェ」にも取り組むそう。何より柴田さん
自身が楽しみながら活動している様子が、輝く笑顔か
ら伝わってきました! 



 活動紹介後、会場も交えた意見交換を行いまし
た。柴田さんの『活動の原動力・モチベーショ
ン』は、「楽しい空間を分かち合ううれしさ、ま
たみんなと集まって笑い合いたいという楽しさ」
であるとのこと。秋田大学の皆さんは、「活動を
通じて生まれた椿地区への愛着、椿地区の一員と
いう自覚が原動力」と話します。最後に土井さん
が、「みんなで幸せに生きようぜ」と締めてくだ
さり、会場は拍手に包まれました。


